


私たちが寄付した資金が、地域の具体的な価値（補助金を利用した奉仕事業）

となって戻ってくる「好循環のメカニズム」を解説します。



よくあるクラブの課題

会員の高齢化、例会のマンネリ化、または活動資金の不足な
どにより、奉仕プロジェクトが年々小規模化し閉塞感がある
。

財団を活用した解決策

財団の補助金を使うことで、魅力的な高インパクトの奉仕活
動を実現でき、会員が誇りと活気を取り戻す契機となります
。

クラブの現状と財団活用による解決策



地域社会の課題解決

地域のニーズに応え、環

境・教育・医療など持続

可能な変化をもたらしま

す。

会員の積極参加

全員で現場にコミットす

ることで、所属する喜び

と連帯感が飛躍的に向上

します。

イメージ向上と会員増強

認知度の高い社会奉仕は

地元の評価を高め、新た

な仲間を惹きつけます。

財団補助金がもたらす3つの重要価値



身近なニーズに素早く応える「地区補助金」と、 

世界とつながり大きく動く「グローバル補助金」



➁ グローバル補助金 (Global Grant)➀ 地区補助金 (District Grant)比較項目

大規模で⾧期的なインパクトを持つ、国際人道奉仕地元や海外の地域社会における、比較的小規模な活動活動の規模

総予算 30,000 米ドル以上（必須条件）下限なし（少額からでもクラブ判断で実施可能）予算制限

7つの重点分野のいずれかに合致することが必須財団の使命に合致する活動（特定分野は不問）重点分野

国際財団（TRF）が直接審査。詳細な計画書が必要地区が審査・承認。手続きが比較的シンプル承認手続き

地区補助金とグローバル補助金の比較



DDF活用によるプロジェクト資金規模の拡大効果



➀ 全会員参加型のプロジェクト立案:
 一部の熱心な財団委員だけでなく、若手からベテランまで役割を分担し、全員参加で現場作業や支援活動を実行する。

➁ 地域の真のニーズ調査 (コミュニティ・アセスメント):
 形骸化した「例年の寄贈」から一歩踏み出し、今本当に求められている地元の課題（教育、こどもの貧困など）を調査して取り組む。

➂ 地区財団委員会との早めの連携:
 計画段階から地区の担当者やカウンセラーに相談し、不備や差し戻しを未然に防止。円滑な申請を実現します。

➃ 広報（パブリック・イメージ）の最大化:
 SNSでのリアルタイム発信や地元新聞へのプレスリリースを行い、「実質的な行動を起こすロータリー」の姿を内外にアピール。

補助金を利用してクラブ活性化を成功に導く4つの実践ポイント



4
テーマ討議

ロータリー財団委員会
討議時間 15:40–16:10 ／ 進行 村上委員長

回答する（投稿用）

QR

結果を見る（確認用）

QR

スマートフォンのカメラで読み取ってご回答ください

本委員会のテーマは全4問です



4-①
ロータリー財団委員会

テーマ討議 15:40–16:10

Q 補助金を活用して良かったこと（成功事例・工夫

した点）を教えてください。

クラブ活性化セミナー 2026年7月18日（土）13:00–17:00

回答はこちら

QR

投稿用



4-②
ロータリー財団委員会

テーマ討議 15:40–16:10

Q 補助金を活用する中で苦労したこと（申請・実施

・報告など）を教えてください。

クラブ活性化セミナー 2026年7月18日（土）13:00–17:00

回答はこちら

QR

投稿用



寄付はクラブ活性化に役立つでしょうか？

役立ちます！



ポリオ(急性灰白髄炎：きゅうせいかいはくずいえん)
非常に感染性の高い病気であり、特に感
染しやすいのは5歳未満の子どもです。
日本では一般に「小児まひ」と呼ばれる
こともあります。
ポリオウイルスは人から人へ感染
神経系を侵し身体のまひを引き起こす
可能性があります。
治療法はありませんが安全なワクチンで
予防が可能。ロータリーとそのパートナ
ー団体はこれまで世界中25億人以上の子
どもにワクチンを投与する活動を行って
きました。



クラブにお願いしたい事項

1. ポリオ根絶活動の推進並びに世界ポリオデーイベントの開催

2. ポリオ根絶活動を通じたストーリーテリングキャンペーンへの積極的な参加

3. エンドポリオジャパンポータルサイトの周知

4. ポータルサイトから「ポリオデーイベントの開催計画の入力」「実施報告」の入力

10月24日 世界ポリオデーについて











4-③
ロータリー財団委員会

テーマ討議 15:40–16:10

Q 今後の財団セミナーで取り上げてほしいテーマは

何ですか。

クラブ活性化セミナー 2026年7月18日（土）13:00–17:00

回答はこちら

QR

投稿用



4-④
ロータリー財団委員会

テーマ討議 15:40–16:10

Q 地区ロータリー財団委員会に期待する支援・要望

があれば教えてください。

クラブ活性化セミナー 2026年7月18日（土）13:00–17:00

回答はこちら

QR

投稿用



「私たちは、世界で何か良いことをするために、

 寄付や基金という形で大きな財産を築くべきです。」
— アーチ・クランプ (Arch Klumph)

第6代国際ロータリー会⾧ / ロータリー財団創設者 (1917年提唱)

ロータリー財団の原点



ロータリー財団をフル活用し、クラブの未来と地域の笑顔を創り出しましょう！

結果を見る（確認用）

QR


